
令和４年 12 月 26 日 

佐野市議会議長 山菅 直己 様 

 

 

厚生常任委員会委員長  木村 久雄 

 

厚生常任委員会行政視察報告書 

 

１ 期 日   令和 4 年 11 月 14 日（月）～15 日（火）  

 

２ 視察地及び視察事項 

（１） 奈良県奈良市 

「奈良市子どもセンターについて」 

（２） 愛知県蒲郡市 

「健康状態不明者へのアプローチ（KDB から健康状態不明者を抽出し、健康状

況や生活環境の把握と関係機関と連携した支援の実施）について」 

 

３ 派遣委員 木村 久雄委員長、 滝田 洋子副委員長、 山菅 直己委員、 

       金子 保利 委員、 春山 敏明 委員、 飯田 昌弘 委員、 

 

４ 随行者  議事課 議事調査係 藤田 牧水 

 

５ 視察概要 別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



奈良県奈良市 視察概要 

（１） 奈良県奈良市 

 

奈良市の概要 

 ・人口 ３５２，２６４人 

 ・面積 ２７６．９４㎢ 

 ・議員定数 ３９人 

 ・政務活動費 議員１人当たり月額７万円（年間８４万円）４半期ごとに分けて 

  交付されている。 

 

視察概要 「奈良市子どもセンターについて」 

 

内容 

 奈良市子どもセンターは、子どもの安心・安全を守るとともに、専門職等に子育

て相談ができ、親子のふれあいがはぐくまれる魅力的なスポットがある、子育てを

総合的に支援する、５つの機能が複合した施設です。 

１、地域子育て支援センター ２、キッズスペース ３、子どもの発達相談 

４、子ども家庭総合支援拠点 ５、児童相談所 

子ども支援課より、子どもセンター施設概要と施設整備に至った経緯について説明

を受けました。 

 

所感 

 子どもセンター施設整備に至った経緯について、奈良市では、子どもの虐待重症

事例が発生し、平成 19 年に生後４か月の乳児が死亡、平成２６年４月に４歳の幼

児が脳挫傷、５月には６歳の児童が脳挫傷、平成２７年に０歳児が死亡、これらの

重症事例を受けて、市独自の児童虐待対応マニュアルや児童虐待防止行動計画を作

成し、奈良県中央こども家庭相談センターをはじめとした支援機関同士の連携を強

化し、社会福祉士、心理士といった専門性の高い職員の配置やスキル向上に向けた

研修の充実を行い、平成２９年４月に子ども未来部子育て相談課内に児童相談所設

置準備室を設置し、奈良市子どもセンター施設建設がスタートし、令和４年４月１

日に開設されました。（年間運営予算９億 7,300 万円） 

 奈良市の子どもは、奈良市で守ると市長の決意表明もあり、地域のネットワーク

を生かし、子どもと家庭を重層的に支援し、児童虐待を未然に防止、子どもの虐待

重症化を防止し、子どもと保護者の総合支援拠点を目指していく素晴らしい施設だ

と感じました。今回の行政視察で勉強させていただいたことを佐野市の行政に活か

していきたいと思いました。 



蒲郡市 視察概要 

 

（２） 愛知県蒲郡市 

 

蒲郡市概要 

 ・人口 ７９．０８５人 

 ・面積 ５６．９６㎢ 

 ・議員定数 ２０人   

・政務活動費 議員１人当たり年額２９万円 

 

視察概要 

「健康状態不明者へのアプローチ（KDB から健康状態不明者を抽出し、健康状況

や生活環境の把握と関係機関と連携した支援の実施）について」 

 

内容 

 蒲郡市の健康に関するデータ（KDB 含む）を活用した取り組み、データヘルス

計画策定、国保加入者データ分析、高齢者の保健事業と介護予防の一体的事業の開

始、健康状態不明者へのアプローチについて説明を受けました。 

 

所感 

 蒲郡市の健康データの分析によると、平成２４年には、メタボ率が県内１位だっ

たそうです。健康に関するデータ（KDB 含む）を活用した取り組みにより、令和

２年では 25.3％県内８位となった。 

これまでの、医療保険者が実施する保険事業は、特定保健診査、特定保健指導を

はじめとした壮年期のメタボリックシンドローム対策が中心でしたが、高齢化の進

行と高齢者が抱える健康課題としては、フレイル、サルコペニア、認知症、健康不

安が大きくなります。医療保険者としての機能として、後期高齢者医療広域連合と

市町村が主体となり、介護保険の地域支援事業や国保の保険事業と一体的に保険事

業を実施することや、前期高齢者などの国民健康保険世代から連続した健康の管理

や、年齢を重ねて疾病が重症化し、要介護状態になった場合の介護保険への接続、

地域包括ケアと連動により、多様な課題に対応し、きめ細かな支援を行っています。 

 健康状態不明者への介入は、医療・検診状況から分類し、対象者を抽出、選定、

決定し、対象者にアンケートを送付し返信が無かった方に全戸訪問することで、支

援が必要な方に早期に介入することができた。また、ヤングエイジ健診５００円で

１８歳から３９歳まで健診を行っています。健診を受けた方の７割の方に何らかの

異常が発見されているそうです。佐野市でも参考にしていただければと思いました。 


